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［要旨］エコツーリズムは、自然資源の务化をもたらすことなく、持続的に地元に経済効果をもたら

し、その資源の価値に対する認識を高める効果が期待されている観光のひとつである。したがって、

エコツーリズムを正しく推進するためには、1）資源を持続させるための方策、2）地元住民の参画、3）

経済効果、という 3 つの目的が統合され達成されなければならない。 

 本研究は、われわれの調査地で現在おこなわれているエコツーリズムを調べることによってどのよ

うな改善が必要であるかを検討し、近い将来エコツーリズムが実施される可能性の高いところではそ

のための基盤を整備し、有効な対策を提言することを目的として実施された。 

 現在エコツーリズムが実施されている地域について、地元住民や行政関係者を集めて数回にわたる

会合を開き、国立公園や保護区と地元が抱える問題点、環境保全や類人猿に関する知識、エコツーリ

ズムに関する認識や期待などについて話し合いをもち、そこで得た情報を基に分析をおこなった。ま

た、エコツーリズムの実態に関する資料、保全事業についての資料を収集した。問題点として、住民

への環境教育や保全への理解促進が十分に図られていないこと、エコツーリズムが訪問客にも地元に

も満足する状態で運営されていないこと、地元への利益の還元が満足する形ではおこなわれていない

ことなどの共通点が見いだされた。エコツーリズムの実施可能性の高い地域では、住民の伝統的知識

を生かし、科学的見地に基づく環境保全の方法を講じながら、住民の積極的な参加を促す企画が不可

欠であることが示唆された。 

 調査地はいずれも日本人研究者が長期にわたって学術的調査をおこなってきた場所であり、その調

査を手伝ってきた地元住民も多いため、類人猿保護への関心も高い。政府や大型 NGO 主導ではなく、

住民参加による地元主導型の観光を研究者の助言の上で企画すれば、コミュニティ・コンサベーショ

ンの有効な手段として活用できるであろう。 

 

［キーワード］エコツーリズム、大型類人猿、コミュニティ・コンサベーション、持続的利用、地元

住民 

 

１．はじめに 

 エコツーリズムは、自然資源の务化をもたらすことなく、持続的に地元に経済効果をもたらし、

その資源の価値に対する認識を高める効果が期待されている観光のひとつである。とくに世界遺産

に指定されている地域では、遺産の価値を高め、その持続的な運用をはかる手段として活用されて

いる。したがって、エコツーリズムを正しく推進するためには、1）資源を持続させるための方策、

2）地元住民の参画、3）経済効果、という 3 つの目的が統合され達成されなければならない。本研

究は、そのためにどのような改善が必要であるかを検討し、その有効な対策を提言することを目標

として実施した。 

 本研究の対象とした地域はいずれも現地国によって国立公園、あるいは保護区に指定されており、
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類人猿の捕獲は厳重に禁止されている（場所と調査地名については、概要の図 1 および方法と結果

の項を参照）。そのうち、ギニア共和国のニンバ地域、コンゴ民主共和国のカフジ地域は世界遺産に

指定されている。これまでにも、いくつかの地域ではエコ･ツアーが実施され、類人猿が観光の目玉

になってきた 1)、2)、3)。しかし、こうした地域の大部分では観光の企画から運用にいたるまで欧米の

旅行会社が独占的に行っており、地元住民は参画も観光利益の還元も受けていないのが実態である。

地元住民に類人猿の自然生活がきちんと認識されているとは言えず、類人猿を保全する意味や価値

が理解されるには程遠い現状である。これは、これまで保護地域の保全と観光が研究者や研究成果

をあまり考慮しないままに企画され、実施されてきたことに原因がある。 

 

２．研究目的 

 本研究の調査地はいずれも、日本人の研究者が長年月をかけて類人猿の野外研究を継続し、その

成果を世界に発進し続けてきた場所である 4)-9)。地元の人々とも雇用や交流を通じて安定した信頼

関係が確立されている。これらの場所で、日本人研究者が自らの手で類人猿を対象にしたエコツー

リズムに何が必要かを検討し、関係各機関や地元にコミュニティ・コンサベーションによる保全の

効果を上げる方策を提案することは急務であろうと思われる。本研究の目的はまず、各調査地の現

状を認識し、エコツーリズムの運用についてさまざまな可能性を考えるために資料を収集し分析す

ることである。 

 

３．研究方法 

 本研究では、調査地を 1）これまでにエコツーリズムが実施されている地域、2）実施されていな

いが今後それを導入する可能性が高い地域、3）実施されておらず、今後も実施される可能性が低い

地域に分け（表 1）、おもに 1）と 2）の地域についての情報を収集し分析することにした。 

 

表 1．調査地の概要 

 エコツーリズム 将来の見込 

ウガラ 未導入 可能性低い 

マハレ 観光ベース 増加 

カリンズ スタディツアー 増加 

カフジ 観光ベース(中断中) 増加 

ルオー 未導入 可能性低い 

ムカラバ 未導入 可能性高い 

ボッソウ 導入しつつある 微増 

クタイ 未導入 可能性あり 

ダナムバレー 観光ベース 増加 

 

 方法は、現地で地元住民や行政関係者を集めて数回にわたる会合を開き、国立公園や保護区と地

元が抱える問題点、環境保全や類人猿に関する知識、エコツーリズムに関する認識や期待などにつ

いて話し合いをもち、そこで得た情報を基に分析をおこなった。また、現地で複数の調査助手を雇

用し、現地の法令や規則、これまでに実施されているエコツーリズムの実態に関する資料、国際的

な NGO や政府間協力によっておこなわれた保全事業についての資料を収集した。 

 過去にエコツーリズムが活発におこなわれていたが治安悪化のために中断中のカフジでは、地元

の研究協力者 Dr. Basabose および調査助手の協力を得て、エコツーリズムが停滞している時期に地

域住民の意識変化やエコツーリズム再開へ向けて公園当局や各種 NGO がおこなっている対策につい

て資料を収集し分析した。また、エコツーリズムの導入が期待されているムカラバでは、協力者の

松浦がエコツーリズムについての住民の関心や基盤整備のために必要な条件について聞き取り調査

をおこなった。 

 現在もっともエコツーリズムが活発におこなわれている地域の一つであるマハレでは、直接観察
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によるツーリズムの情報を収集した。2006 年 6 月から 2008 年 10 月に中村および調査助手がチンパ

ンジー観察をする際に遭遇した観光客・ガイド・キャンプトラッカーの数を記録した。これ以外に、

他の研究者がアドリブで情報を記録したものを補足的に使用した。客数のみしか記録していない場

合や、総数のみしか記録していない場合、グループ数しか記録していない場合があるため、平均等

を算出するさいには確実に確認できている部分のデータのみを使用した。観光客グループに必ず会

うとは限らないので、グループ数、グループの人数とも過小評価になる。 

 

４．結果・考察 

（１）地域と人々に関する資料 

 保護区の周辺に居住する人々の人口密度（表 2）は、カフジとカリンズで高く、ムカラバやダナ

ムバレーでは非常に低い。これは類人猿の保護とエコツーリズムを企画する際に考慮しなければな

らない重要な違いである。人口の尐ない地域では類人猿と人との接触を防ぐことが可能で、観光収

入が地元の経済を潤す効果も期待できる。しかし、人口密度の高い地域では、類人猿と人や家畜と

の接触が頻繁に起こり、そこに厳格なルールを設けなければ感染症の伝播や畑荒らしなどの弊害が

増加する可能性が高い。しかも、小規模な観光を志向するエコツーリズムから地元の経済発展を促

すほどの利益を還元することは期待できない。このため、人口密度の高い地域と低い地域では異な

るコミュニティ・コンサベーションとエコツーリズムの手法が考案されるべきであろう。 

 

表 2. 保護区と周辺住民 

 カフジ カリンズ マハレ ルオー ムカラバ 
ダナム 

バレー 

周辺人口（人）

…A 
560,000 38,918 24,695 4,000 150 200～300 

人 口 密 度 （ 人

/km2） 
300 191 45 27 1 未満 1 未満 

年 人 口 増 加 率

（％） 
4 ― 4.92 ― ― ― 

保 護 区 の 広 さ

（km2）…B 
600 137 1,613 481 5,028 438 

保護区 1 km2あた

り の 周 辺 人 口

（A/B） 

933 284 15 8.3 0.03 0.57 

 

（２）保護区と住民との間の問題点 

 アフリカの調査地では、保護区の管理は国立公園局や森林局といった国の機関が行っており、こ

れまでの保護対策は諸外国の政府や国際的な保護団体の援助を得て国が実施してきた 10)11)。 

 表 3 は、保護区の側から見た、住民とのトラブルの内容である。カフジやカリンズなど、人口が

密集しているところで多くの問題点が生じていることが明らかである。ルオーの場合は、保護区内

に居住が認められているために、問題点が大きくなっていると考えられる。 

 

表 3. 保護区と住民との問題 

 カフジ カリンズ マハレ ルオー ムカラバ ダナム 

バレー 

密猟 ＋ ＋ △ ＋ ＋ ＋ 

密伐 ＋ ＋ ＋ ＋   

密採掘 ＋      

耕作・放牧 ＋ ＋  ＋   
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動物による被害 ＋ ＋     

依存心が強い    ＋   

 

 一方、表 4 は、住民の側が抱えている問題点である。アフリカの諸国では共通したインフラの不

十分さが見られるものの、たとえば石油が産出するガボンにあるムカラバでは生活水準や教育水準

はけっして低くはない。唯一アジアにあるダナムバレーでは、アフリカに比べてインフラの整備が

整っているとともに、ほとんど調査研究やエコツーリズムに携わっている人しか近隣に住んでいな

いため、問題点が尐ない。 

 

表 4. 住民の側からみた問題点 

 カフジ カリンズ マハレ ルオー ムカラバ ダナム 

バレー 

生活水準の低さ ＋ ＋ ＋ ＋   

教育水準の低さ ＋ ＋ ＋ ＋   

衛生状態 ＋  ＋ ＋ ＋  

学校、先生の不足 ＋  ＋ ＋ ＋  

病院、薬の不足 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋  

交通、通信手段の不

足 

＋  ＋ ＋ ＋ ＋ 

人口の増加 ＋  ＋    

土地問題（畑、放牧

地） 

＋ ＋     

治安 ＋      

内戦被害 ＋      

 

 こうした保護区、住民双方の問題点を解消しつつ、類人猿の保全を推進するためには、現在欧米

の自然保護団体や政府の主導による保全活動を、地元の人々が率先する形にしていかなければなら

ない。カフジでは、1992 年にエコツアーのガイドをしていた地元の若者がゴリラの保全と地元の経

済発展を目的とした NGO を設立し、公園側と地元とのあつれき緩和に努めている。主たる活動は、

植林活動、環境教育、アートセンターの経営であるが、エコツーリズムを地元の手によって実施し

ようという計画もある。1996 年以来治安の悪化によってエコツーリズムは中断状態であったが、こ

の地元 NGO の活動によって地元住民は保護の意識を高め、ゴリラの密猟は減尐し、エコツーリズム

再開の動きが出始めている。類人猿研究に携わる地元や諸外国の研究者もこの活動に参加している。

マハレやルオーでも近年、類人猿研究者が地元の子どもたちの学資を援助する事業が始められた。

将来の世代の教育を地元の人々と保護区や類人猿に関る人々が協力して推進するという活動が、し

だいに定着しつある。 

 

（３）エコツーリズムの実態と問題点 

 類人猿を対象にしたエコツーリズムは、カフジやマハレでは 20 年以上も前から実施されてきた

（表 5）。とくにカフジではその歴史は古く、類人猿観光の草分け的存在と言ってもいいだろう。だ

が、時代とともにそのスタイルは大きく変化した。1970 年代はゴリラを見に行く観光客の数に制限

はなく、80 人を超える観光客が 1 つのゴリラの群れを一度に訪問したこともあった。しかし、1980

年代や 90 年代に訪問客を受け入れているゴリラやチンパンジーの生息地でインフルエンザなどの

感染症が頻発し、尐なからぬ個体が感染し死亡した 8)、12)。本調査期間中にも、マハレでは 12 頭の

チンパンジーが呼吸器系の感染症で死亡した 13)。危機感をつのらせた類人猿研究者の提言によって、

訪問者の人数、訪問時間、訪問方法に規則が設けられるようになった 14)。だいたいどこの類人猿エ

コツーリズムでも、訪問客は類人猿の 1 集団につき 6～8 人、訪問グループは 1 日 1～3 組、それぞ
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れのグループによる観察は 1 時間に限り、訪問客はガイドの注意をよく守って類人猿から 5～10 メ

ートルの距離を置くことが義務付けられている。例外としてダナムバレーがあげられる。これは、

対象種のオランウータンの樹上性が強く、そもそもほとんど近距離での観察ができないことと、観

光の対象が必ずしも類人猿に限定されていないことが要因である。 

 

表 5. エコツーリズムの実績と現状 

 カフジ カリンズ マハレ ダナムバレー 

開始年 1970 年代より 2003 年より 1980 年代より 1995 年より 

保護区の形態 国立公園 森林保護区 国立公園 森林保護区 

管理 国立公園 森林局 国立公園 サバ財団 

営業 旅行業者 カリンズ森林

プロジェクト 

旅行業者 サバ財団の子会

社 

タイプ ガイドツアー スタディツア

ー 

ガイドツアー ガイドツアー 

入園料金（US$/

人） 

250 100 80 8.5 

１グループの

観光客数の上

限 

8 4 6 無し 

観光客数（人/

年） 

約 2,000 数十 約 1,000 約 10,000 

 

 こうしたエコツーリズムの地元への貢献を表 6 にまとめた。多くの場所で地元住民がガイドや

トラッカーとして雇用されているが、雇用数は限定的であり、すべての住民が満足できるもので

はない。入園料が教育や公共事業などに明確に還元されているのはダナムバレーだけである。 

 多くの地域でエコツーリズムの運営は保護区の管理者である国と旅行業者に完全に委ねられ

ており（表 5）、どういった知識や経験を訪問客に伝えるか、地元にどういう影響を与えるかとい

ったことがほとんど考慮されていない。訪問客に配布するパンフレットはどこの調査地でも用意

されているが、ここには必要最低限の情報しか載っていない。類人猿の特徴や暮らしぶり、他の

生物の情報などを記載したガイドブックがあるのはカフジだけで、しかも地元の人々の文化や暮

らしが紹介されることもない。ガイドの養成も遅れている。どの調査地でもガイドと類人猿研究

者は密接な関係にあるので、尐なくともガイドは類人猿に関する知識は豊富である。ただ、それ

らの特徴を他の地域にすむ類人猿や別種の類人猿と比べたり、生息地の自然環境について解説し

たりすることは不得手である。 

 今後、類人猿を対象にするだけでなく、多様な観光形態が地元で可能であることを示し、地元

民の企画する催しを観光としてもっと提供する必要があるだろう。また、エコツーリズムを通じ

て地元の人々が海外の訪問客と交流すれば、有形無形のさまざまな恩恵があると期待できる。そ

れにはまず、エコツーリズムの企画に地元からのアドバイザーを入れ、地元の参加による運用を

図ることが先決と思われる。 

 

表 6. エコツーリズムの地元貢献 

 カフジ カリンズ マハレ ダナムバレー 

入園料の還元 なし なし あまりない 

（病院、中学校設

立などの援助） 

サバ財団を通じて

州内の教育・公共

事業等へ 

地域貢献 雇用・ODA 雇用、宿泊

費 

雇用 入園料・雇用・宿

泊費 
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住民企画のツーリ

ズム 

計画段階 なし なし なし 

住民の関心 低い 低い 低い 高い 

類人猿の知識 尐ない 尐ない 尐ない あり 

地元民の類人猿観

察 

調査助手・高

校生 

調査助手 調査助手・ガイド 調査助手・ガイド 

類人猿保護をめざ

す地元 NGO 

あり なし あり なし 

日本人の教育事業 あり あり あり なし 

 

（４）マハレにおけるエコツーリズムの実態 

 近年、商業的エコツーリズムが増加しているマハレにおいて、観光客 1 グループの人数（図 1）

を調べた結果、観光客数（ガイド等除く）の平均は 4.42 人で最大が 7 人であった。この数はおおむ

ね制限人数の6人以内である。しかし、観光客のほかにガイドやトラッカーなども含むと平均は 6.86

人、最大が 11 人にもなることが明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 観光客 1 グループ内の人数 

黒い棒は観光客数、白い棒はガイドやトラッカーなどを含めた総数を示す。 

 

 一方、1 日に訪れるグループ数を調べたのが図 2 である。全体の 23.14%で、公園が規定する 3 組

よりも多かった。データが過小評価であることを加味すると、実際はもう尐し多いだろう。 

 これらのデータから、1 日にマハレのチンパンジー集団を訪れる人数を算出すると、ガイド等を

除く観光客数は平均 9.62 人（最大 27 人）でガイドなどを含む総数は平均 14.67 人(最大 39 人)であ

ることが分かった。一時的であれ、60 頭あまりしかいないチンパンジーの集団を 1 日に 39 人もの

人間が訪れるのは、病気の感染やチンパンジーに与えるストレスを考えると多すぎると思われる。 
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図 2. チンパンジーを 1 日に訪れたグループの数 

 

 

 さらに、こうした観光客やガイドたちの問題のある行動としては、咳をしている、近づきすぎる

／チンパンジーが近づいても避けない、フラッシュをたく、2 組以上のグループが同時に訪れる、

客のためにチンパンジーが通れない／方向を変える、公園ガイドがついてきていない、マスクを外

している、などがあげられる。 

 

（５）ムカラバにおけるエコツーリズムの基盤整備 

 これまでムカラバではエコツーリズムは実施されてこなかったが、2002 年に 13 の国立公園が設

立され、ムカラバが国立公園になると、エコツーリズムの導入が政府や地元で検討されるようにな

った。ムカラバでは 2004 年からゴリラの 1 集団を研究のために人付けしてきたが、2007 年に比較

的近距離でゴリラを観察することが可能になった。そこで、協力者の安藤が中心となってゴリラに

なるべくストレスを与えずに観察する可能な方法や、住民の自然や類人猿への関心を高める方法を

考案し実施した 15)。具体的には、調査助手とともに安全なゴリラ追跡の方法、ゴリラへの接近法、

観察法を試しつつ、ゴリラの映像をビデオに撮って地元の人々と一緒にそれを眺めて話し合いの機

会を数多く持った。その結果、ゴリラの観察を目的としたエコツーリズムが実施可能であること、

その企画に住民が積極的に参加するべきことが示唆された。これらの資料は今後の国立公園の運営

やエコツーリズムの実施へ向けて利用してもらうことにしている。 

 

 

５．本研究により得られた成果 

（１）科学的意義 

 それぞれの調査地で主として地元民と話し合いを持ち、コミュニティ・コンサベーションを推進

する上での問題点とエコツーリズムの是非を論じた結果、次のような結論を得た。 

 まず、どの地域でも国立公園や保護区が何のために設けられたかという理由を地元民がよく理解

していない。また、自分たちの土地を保護区に提供した見返りにどんな補償が受けられるのか、と

いうことについて政府との間に明確な合意が形成されていない。さらに、急速に変化していく生活

と物質文明の流入にどう対処すればいいかの指針がなく、地域としてどうまとまった将来計画を立

てていくか方針が決まっていない。悪く言えば、コミュニティとしてのまとまりが欠けていて、一

丸となって保全事業や村おこしを推進していこうとする機運が乏しいと思われるのである。これは、

近年までの欧米列国による植民地支配とその後の中央集権国家行政の弊害であるが、保全やエコツ

ーリズムに住民の参加を促進することによって逆にコミュニティの再生を目指すべきだと思う。す
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でに、カフジやカリンズでは地元民の参加による保全事業やスタディツアーが始まっており、これ

は実現可能な課題だと言ってよい。 

 エコツーリズムに対しては否定的な意見よりも、肯定的で期待しているという意見が多かった。

弊害として挙げられたのは、観光によって恩恵を受ける者とそうでない者との間に貧富の格差が生

じ、金銭をめぐるトラブルが増加するということである。これは、人々の間に雇用をめぐって強い

不公平感が存在することを示唆している。この不満を解消するためには、エコツーリズムが政府主

導の事業ではなく、住民が参加可能な民間事業であることを周知させる必要がある。その上で、雇

用機会の平等化や利益の配分をめぐるルール作りを徹底して、コミュニティの和を高めていくこと

が急務であろう。 

 肯定的な意見としては、雇用を創り出してくれるという期待がどの調査地でも多く見られた。た

だ、エコツーリズムは大量の観光客を収容できる大規模な観光にはなりえないので、過度な期待を

地元に抱かせるのは禁物である。とくに、人口規模が大きい地域では観光収入によって地元が潤う

ほどの貢献をとても期待することはできない。ただ、エコツーリズムに類人猿を対象とする観光だ

けでなく、地元の文化や祭事を入れ込んだプログラムを作れば、観光の幅を広げてより多くの訪問

客を受け入れることができる。地元の文化にちなんだ物産を販売する関連産業も育成できるかもし

れない。要はどれだけ地元の人々が自分たちが暮らしている自然と文化の価値を掘り起こし、それ

を世界に向けて発信できるかである。それを地元の自然や文化の研究に携わってきた学者や海外の

NGO が協力しておこなえば、実現できる可能性は高くなる。すでに、カフジ、カリンズ、マハレで

はエコツーリズムと平行して地元の子どもたちの環境教育を推進し始めている。この試みがさらに

広範に実施され、教育事業として確立されれば地元の自然と文化に誇りを持って接し、それを世界

へ紹介できる人材を将来の世代に数多く育てることができるであろう。 

 今回の調査で、まだエコツーリズムを実施していないルオーやムカラバでも同じような問題に悩

み、同じような可能性があることが確かめられた。両地域の住民は長年日本人研究者と調査を一緒

におこなってきた結果、類人猿の名前を熟知しており、保護への関心も高い。これらの地域ではま

だ政府主導による観光事業が誘致されていないことが、かえって地元主導型の観光を創出しやすい

条件を持っていると考えることもできる。今後、研究者や国際的な NGO が適切な助言をして住民参

加によるエコツーリズムを企画すれば、コミュニティ・コンサベーションの有効な手段として活用

できると思われる。それには、エコツーリズムに関る者と地元住民がどのような知識を共有し、そ

れをいかなる方法で訪問客に伝えるかを十分に協議することが不可欠である。 

 

（２）地球環境政策への貢献 

 現在までに得られた結果と推論から、次のような提言が可能である。 

1） 保護区内の類人猿や自然資源のモニタリングを定期的に実施し、地元民をなるべく多く参加さ

せる。 

2） 保護区の経営とエコツーリズムの運用に研究者と地元の代表者を助言者として加える。 

3） 地元に類人猿の知識を盛り込んだ自然保護教育ができるシステムを創出し、研究者を積極的に

参加させる。 

4） 政府や旅行会社と協力して、エコツーリズムに関連する観光や産業を地元に創出するプロジェ

クトを立ち上げる。 

5） 環境教育や公園経営、観光産業に携わる人材を育成するために、国際的な協力の下研修事業を

推進する。 
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24) Ando C, Iwata Y, Yamagiwa J. 2008. "Habituation and Conservation of western lowland 

gorillas in Moukalaba-Doudou National Park, Gabon" The 22nd Congress of International 

Primatological Society (Edinburg, UK) 

25) 藤田志歩、Mbehang Nguema PP、 竹ノ下祐二、安藤智恵子、西田利貞. 2008. 「ムカラバ国

立公園におけるゴリラの人付けと糞中コルチゾールによるストレスの定量的評価」 第 11 回

SAGA シンポジウム（多摩） 

26) Nakamura M. 2008. “Behavioral differences between neighboring groups of chimpanzees 

at Mahale” On Human Nature: Symposium of Comparative Cognitive Science (Kyoto, Japan) 

27) Nakamura M, Nishida T. 2008. “Developmental process of grooming-hand –clasp by 
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